
１．件名：原子燃料工業株式会社熊取事業所の令和元年度施設定期検査についての面

談 

２．日時：令和元年１０月９日 １０時００分～１０時３５分 

３．場所：原子力規制庁１０階北会議室 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 検査グループ 専門検査部門 

早川上席原子力専門検査官、舘内主任原子力専門検査官、 

清水係長、小島係員 

原子燃料工業株式会社熊取事業所 

環境安全部安全管理グループ グループ長 他２名 

 

５．要旨 

 （１）事業者から、令和元年度施設定期検査の実施に当たり、受検可能な検査

項目について、配付資料を基に説明があった。 

・検査項目はおおむね昨年度と同じものを考えているが、新規制基準

への適合のための今後の工事の際に、設備等から予定外に核燃料物質

（ウラン粉末又はペレット）が回収された場合には、焙焼の上、計量

し、保管する必要があることから、今年度は、昨年度の検査項目に加

え、焙焼炉を対象とした過加熱防止機構の作動検査を追加する。 

     

（２）原子力規制庁から、以下の内容を伝えた。 

・検査項目が一項目増えることについては承知した。 

・建物の健全性確認検査は、東日本大震災による緊急点検に端を発

し、事業者による建物の健全性確認の評価結果等を踏まえ、特例とし

て検査を実施し、以降継続的に行われてきたが、建物等の健全性の確

認は事業者の自主検査において維持管理されるべきものであるため、

第 1種管理区域の負圧確認検査の中で昨年度実施した建物の健全性確

認は、今回の施設定期検査より実施しないこととする。 

・検査を受けようとする期日等を見直し、速やかに施設定期検査の変

更届を提出すること。 

 

（３）事業者から了解した旨の回答があった。 

 

６．その他 

配付資料：「令和元年度施設定期検査について」 


